
行政視察の報告
今後の市政に反映させていくため、委員会ごとに全国の先進事例を調査しました。
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　「子育てが楽しいまち・仙台」の実現を目指す宮城県仙台市
の子育て支援施設「子育てふれあいプラザ のびすく」を視察
しました。　
　同施設は市内 5 つの区に１箇所ずつ設置され、乳幼児の遊
びの場、父親・プレパパ支援、一時預かり、相談、交流、子
育て情報の提供などを行っています。
　今回視察した「のびすく泉中央」は、５施設の中で唯一、
中高生の居場所事業「４プラ」を展開し、中高生が放課後や
休日を過ごせる場所として無料開放しています。

　本施設の 4 階フロアは中高生と関係者しか出入りできず、学習、趣味（音楽・ダンス・イラスト等）、遊び、相
談の場所として中高生の「やりたい」を尊重し、ルールに基づき自由に過ごせる環境づくりなど側面支援に徹して
いました。
　不登校、ひきこもり問題の 1 つの選択肢として、子どもの居場所づくりを考える上で大変参考になる事例でした。

所　 感

民生常任委員会 (7/8 〜 10)
仙台市子育てふれあいプラザ のびすく泉中央

　碩田学園は、小学校３校と中学校１校を統合し、小中一貫
教育を行う義務教育学校として平成29年４月に開校しました。
　義務教育９年間の連続性を活かし、児童・生徒の発達段階
に応じた指導が柔軟に行えるカリキュラムが採用されている
ほか、中学校教員が小学校段階から関与し、学習の接続や意
欲の向上を図っています。

　実際に児童・生徒たちがのびのびと学ぶ姿や、異学年が互いに関わり合う様子は、教育環境が与える影響の大き
さを実感させられました。
　本市でも小中学校再編について検討が進められており、視察で得られた知見は、単なる施設整備にとどまらず、
教育理念、地域との連携、そして子どもたちの学びや育ちの在り方を一体的に考える上で、大変示唆に富むものでした。

所　 感

大分県大分市 大分市立碩
せきでん

田学園

　中高生の居場所を含む０歳から 18 歳までを支援対象とし
た施設を見学し、利用者目線に立った優れた事業と感じました。

　施設内は、低・中・高学年ごとにゾーン分けされた教室配置、
廊下と教室の境を感じさせない開放的な空間、さらには多目
的に使える交流スペースなど、学びの継続性と児童・生徒間
の自然な交流を促す設計が随所に見られました。

山形県山形市：健康ポイント事業 SUKSK（スクスク）／福島県郡山市：農福連携
その他の視察先その他の視察先

経済教育常任委員会 (7/22 〜 24)

福岡県筑後市：小学校再編の取り組み／福岡県北九州市：スタートアップ支援事業
その他の視察先その他の視察先
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傍聴に来てみませんか？
ライブ配信も実施しています。

本会議映像はこちら

12 月定例会（次回定例会）の予定

※日程は変更となる場合があります。
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　降雨時の洪水抑制と雨水幹線を補完する施設として、各務山の前地区に
複数の雨水調整池を整備しています。
　これらの調整池は雨水を一時貯留し、雨水幹線への雨水の流入量を調整
する役割を担っており、大雨時にも住環境を守り、都市の安全性を高める
ことを目的としています。

　今回視察した２号雨水調整池は、前日の夜に１時間あたり 30㎜ほどの強い雨が降ったことから満水まで到達し
ていましたが、その下流にある 1 号雨水調整池は 1/3 程度しか満たされておらず、許容能力の高さを確認するこ
とができました。現在、２号雨水調整池の上流でも３号雨水調整池を建設中であり、今後の各務山の前町付近の土
地の利活用にも期待が持てると感じました。

所　 感

  建設水道常任委員会 (7/15)
山の前雨水調整池

次回（１月 1 日号）は 11 月臨時会、12 月定例会について掲載する予定です。

岐阜県各務原浄化センター／水道管の漏水対策
その他の視察先その他の視察先
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管内視察の報告
市内施設の現状を把握するため、委員会で現地視察を行いました。

まちなかウォーカブル推進事業
　令和６年度から事業期間を５年間とする“まちなかウォーカブル推進
事業「那加 from Park 構想」”を掲げており、事業の対象範囲はおよそ
70.5 ha となっています。
　市民公園や学びの森を“まちづくりの核”として都市再生と官民連携の
仕組みを構築することで、那加地区においてにぎわいと交流に溢れるまち
づくりを目指す取り組みです。「居心地が良く歩きたくなる」空間を創出し、
公園からまちなかへ自然な回遊と賑わいを波及させることを目的としてい
ます。

所　 感
　民間のまちづくり会社が主導となることで、ゆくゆくは自立した事業となることを初めから目指している事例で
あると感じました。今後、那加地区以外の地域でも民間のまちづくり会社や団体が立ち上がった際には、行政とし
て手が離れることを前提に全力でバックアップしていただきたいと思います。


